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2025年6⽉9⽇（⽉）に琵琶湖河川レン
ジャー4名と琵琶湖河川事務所職員約20
名が参加する意⾒交換会を開催。事業内
容や活動内容等、お互いの声を
聴きあう貴重な時間となりました。
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琵琶湖河川レンジャーは住⺠と⾏政（河川管理者）が⼀緒になって川を守り、育ててい
くため「川と⼈」「⼈と⼈」をつなぐ活動を⾏っています。
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琵琶湖河川事務所職員から
事業内容を伝えます

琵琶湖河川レンジャーが
自身の活動を説明します

意見交換会は和やかに進みました
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琵琶湖河川レンジャーレポート Vol.56

◇◇ 琵琶湖河川レンジャー活動⽀援室◇◇

野村

2025年6⽉下旬から7⽉中旬にかけ、守⼭
市⽴中洲⼦ども園や住⺠グループの川遊び
をサポートしました。⼦ども園の活動サ
ポートでは、事前に川遊びにおける安全講
習を教職員の⽅に向け実施。その後2回に渡
り、⼦どもたちと川に親しむ活動を実施し
ました。野洲川での想い出を作ることで野
洲川を⼤切にする⼼が育まれるよう願って
の活動を続けています。

レンジャー

活動拠点 (問い合わせ先) ⽔のめぐみ館 ウォーターステーション琵琶内 河川レンジャー活動⽀援室
〒520-2279 滋賀県⼤津市⿊津4-2-2 TEL077-536-3520 FAX077-536-3530
E-mail︓r-manager@water-station.jp URL: https://www.water-station.jp/ranger

末吉

2025年度、瀬⽥川たんけんたいは3期⽣を迎え6
⽉にスタートしました。6⽉末の第１回たんけん
たい活動では、⽔害時の「浸⽔歩⾏体験」を⾏い、
⽔防意識を育みました。瀬⽥川洗堰の役割も学び、
地域特有の川との関わりも発⾒。
7⽉末には「ふなずし漬けワークショップ」を開
催。瀬⽥川やびわ湖の歴史⽂化的な体験で地域と
川とのつながりについて理解を深めました。
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川と親しみ
川づくりを自分ごとに

野洲川の「川守り」を
つなぐ

住民と行政をつなぐ川づくり

2025年度は5⽉に令和7年野洲川河川
清掃を実施。住⺠・⾏政が⼀緒になっ
て地元野洲川の現状を知り、親しみを
いだく活動を継続しています。

2024年12⽉より河川レ
ンジャーとして活動を開
始。2025年度は本格的
な活動の1年⽬です。8⽉
初頭にAIを使った瀬⽥川
のデジタルマップを作る
ワークショップを開催。
⽬下ネットワーク作りに
尽⼒中です。
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デジタル技術を生かした川づくり

ふなずし漬け体験

瀬⽥川洗堰の⾒学

浸⽔歩⾏体験

⽔辺の安全講習

川流れ体験

川の⽣き物探し

レンジャー活動3年⽬。
次々に新しいアイデア
を取り⼊れ、活動の幅
を広げられています。

レンジャー⽀援室より

13年⽬のベテラン河
川レンジャー。各所と
の調整や住⺠同⼠のつ
なぎ⽅もさすがの⼀⾔
です。

レンジャー⽀援室より

⻑く積んだ⾏政経験を⽣かした活動が光る9年⽬の
レンジャーです。

得意分野を⽣かしたレンジャー活動に
期待⼤です。 レンジャー⽀援室より

9年⽬となる野洲川河川清掃
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レンジャー⽀援室より

川に対する思いの
変化を

参加者と共に
マップ作りを開始


